
フォトリアルなサイバー空間構築を支えるCG技術

大域照明を考慮した人物全身画像のディジタル画像コンポジット

概要

照明の整合性を考慮したコンポジットを実現

大域照明効果のうち
・背景から前景へのカラーブリーディング
・ソフトシャドウ
を再現

提案手法による結果画像とレンダリング画像を
比較し遜色ない品質を確認

画像・動画・ARコンテンツへの応用に期待

イントロダクション

ディジタル画像コンポジットとは？

視覚的要素を複数組み合わせて単一画像を生成すること

大域照明効果の欠落により，視覚的整合性が損なわれる

＋ ＝

大域照明効果とは？

光の散乱・相互反射・屈折等で起こる照明効果の総称

カラーブリーディング：
強い光が物体表面入射したときに
その物体色で周囲が照らされる現象

ソフトシャドウ：
周囲の物体からの間接光により
影の輪郭が柔らかくなる現象

精緻な大域照明効果の再現には3次元情報が必要不可欠

実現したいこと

ディジタル画像コンポジットでは一般的に困難とされている大域照明効果の再現

提案手法

4ステージで構成されるパイプライン

1. シェイプ再構成ステージ
前景画像を3次元再構成

2. 照明シミュレーションステージ
前景・背景に分けて大域照明シミュレーション

3. 再照明ステージ
シミュレーション結果を基に前景画像を再照明

4. コンポジットステージ
再照明された前景画像と背景画像を合成

再現される2種類の大域照明効果

1. 背景から前景へのカラーブリーディング
2. ソフトシャドウ
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大域照明を考慮した人物全身画像のディジタル画像コンポジット

評価

制限

今後の課題

提案手法 Grand Truth RMSE

• 前景要素の二次反射が不正確
鏡面に不正確な前景要素が反射

• 照明コントラストの制限
再構成したシェイプの形状が影によって強調
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• 一般物体への拡張
コンポジット対象をより広範に拡大

• 多様な材質への対応
さまざまな反射特性をもつ物体のコンポジット

フォトリアルなサイバー空間の効率的構築
画像・動画・ARコンテンツへの応用に期待

提案手法の品質評価

提案手法の結果画像とレンダリング画像（Grand Truth）
を比較，Root Mean Square Error（RMSE）で評価
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ここで，𝑛は各画素のチャネル数 (=3), 𝑦, ො𝑦は画素

レンダリングと遜色ない結果を確認
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